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川口小学校 第４学年 算数科学習指導案 

期 日 平成２７年１１月１９日（木） 

場 所 ４年教室 

児童数 男子１２名 女子１１名 計２３名 

授業者 須藤 英里子 

１ 単元名「面積のはかり方と表し方」 

  教材名「広さを調べよう」（東京書籍４年 下） 

 

２ 単元について 

（１）児童について 

     本学級の児童は，意欲的に学習に取り組むことができるが，積極的に自分の考えを発表す

ることが苦手な児童が多い。レディネステストの結果から，形の広さを直感で比較したり，

直接比較の考え方を用いて比較したりすることは，ほとんどの児童がおおむね理解している。 

    しかし，長方形や正方形の広さと周りの長さの区別がつかない児童が多い。 

   【ステップ】での学び合いの活動は，国語や算数，社会，等で自分の考えを友達に伝える学

習に取り組んできた。算数科では，単元に応じて話型を示し，それを活用しながらペアや班

で考えを交流し，全体の場で自分の考えを発表する【学び合い】活動を行っている。 

（２）教材について 

   本単元で扱う面積のはかり方と表し方は，学習指導要領に「Ｂ量と測定－（１）面積につ

いて単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることができるようにする」「Ｄ数

量関係－（２）数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする」

と位置付けられている。 

   第１学年では，面積の意味や測定することの意味を理解する上で基礎となる学習を行って

いる。本単元では，面積について，単位と測定の意味を理解し，長方形及び正方形の面積の

求め方について考え，それらを用いて面積を求めることができるようにすることをねらいと

している。 

測定は，基準となる量を決めて，対象がその基準量のいくつ分にあたるかをはかって数値

化する操作である。そこで，①量の直接比較（物を重ねるなど）②間接比較（何か他の物に

置き換える）③任意単位による測定（ある単位を決めて，そのいくつ分かで比較）④普遍単

位による測定（共通の単位）の段階を経て導入していく。 

長方形や正方形の場合には，単位となる正方形（１㎝）が規則正しく並ぶことから，縦×

横という公式を基にして複合図形や大きな単位の面積の求め方を考えていけばいいことに

気付かせる。 

第５学年の平行四辺形や三角形などの面積や，直方体や立方体などの体積を求める学習に

つながっていく。 

  （３）指導にあたって 

自分の考えをもっていても，上手に説明できないことから表現することに抵抗を示す児童

が多くいる。また，筋道を立てて全体に説明することが苦手である。 

算数用語を使って発表できるように，既習の長方形や正方形の面積の公式について確かめ
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ておく。図や式などを使って自分の考えを表現するときに，「○○をするために～このよう

な計算をしました。」のように，どうしてそのように考えたか分かるように話させる。 

 本単元では，【伝え合い，学び合い】の場面でのペア学習を通して，自分の考えを発表し，

友達の考えとの共通点や相違点に気付かせる。自分の考えをうまく話せない児童も，途中ま

で話したり，友達の考えを説明したりできるようにする。 

 

３ 単元の発展と関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元の目標 

○面積について単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることができるようにする

とともに，面積についての量感を豊かにする。 

【関心・意欲・態度】面積を数値化して表すことのよさや，計算によって求めるなど生活に生かそ 

うとする。 

【数学的な考え方 】面積について，量や乗法の学習を基に，単位の何こ分で数値化して表すこと 

や，辺の長さを用いて計算で求められることを考え，とらえることができる。 

【  技 能   】長方形，正方形の面積を，公式を用いて求めることができる。 

【 知識・理解  】面積について，単位と測定の意味や，長方形，正方形の面積は計算によって 

求められることやその求め方を理解し，面積についての量感を身につける。 

 

５ 指導計画（本時５／１１） 

小単元 時 主な学習活動 評価規準 

① 広さの表し
方  

プロローグ ・Ｐ12の絵を提示し，日常生活の中で面積を比べる場面や陣取り

ゲームを取り上げ，自由に話し合いながら面積についての興

味・関心を高めるようにする。 

１ ・陣取りゲームで得られた図形の面積

の比べ方を考える。 

関）既習の量の場合を基に，いろいろな方

法で面積の比べ方を考えようとしてい

る。 

２ ・陣取りゲームで得られた図形の面積

の表し方を考える。 

・面積の単位「平方センチメートル（c

㎡）」を知る。 

知）面積の意味や面積の単位「平方セン

チメートル（c㎡）」を理解している。 

12）四角形と三角形の面積 
・平行四辺形，三角形，台形，ひし

形の面積の求め方と公式 

 

５ 年 

2）直方体や立方体の体積 
・体積の意味 

・体積の単位（立方㎝，立方メート

ル）と単位の相互関係 

・直方体，立方体の体積の求め方 

・複合図形の体積 

・容積，内のりの意味 

４ 年 

9）面積のはかり方と表し方 

・面積の意味 

・面積の単位（ｃ㎡，㎡，ａ，ｈａ，ｋ

㎡） 

・長方形，正方形の面積の求め 

 方と公式の意味 

・複合図形の面積 

１年 

14）どちらがひろい 
・面積の意味や測定についての 

 素地的活動 
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② 長方形と正
方形の面積 

３ 

 
・長方形，正方形の面積を計算で求め

る方法を考える。 

・「公式」の意味を知り長方形，正方

形の面積の公式をまとめる。 

関）面積は計器による測定ではなく，縦

横の辺の長さから計算で求められる

ことの便利さに気づいている。 

 ４ 技）面積の公式を用いて，長方形，正方

形の面積を求めることができる。 

 ５ 

 

本 

時 

・長方形を組み合わせた図形の面積

を，分割したり，補ったりするなど

のいろいろな考え方で求める。 

・他者の考えを読み取り，図や式など

で説明する。 

考）長方形を組み合わせた図形の面積の

求め方を，求積方法が既習である長方

形や正方形に分割するなどして考え，

図や式などを用いて説明している。 

① 大きな面積

の単位 

６ 

 

 

・長方形の形をした教室と正方形の形

をした理科室の面積の求め方を考

える。 

・面積の単位「平方メートル（㎡）」

を知る。 

・辺の長さがｍで表されていても，面

積の公式が使えることを確認する。 

知）辺の長さがｍで表された長方形や正

方形の面積も，面積の公式を適用して

求められることを理解している。 

 

 

７ ・１㎡は何ｃ㎡になるか調べる。 

・紙を使って，１㎡の正方形を作り面

積の量感をつかむ活動に取り組む。 

知）面積の単位㎡とｃ㎡の関係を理解し

ている。 

８ ・1 辺の長さを 10ｍや 100ｍにしたと

きの面積考え，面積の単位「アール

（a ）」「ヘクタール（ha）」を知る。 

考）1ｃ㎡，100ｃ㎡，1 ㎡，1a ，１ha，

1k ㎡で表される正方形の１辺の長さ

と面積から，正方形の１辺の長さが

10 倍になると面積は 100 倍になる関

係を見出し、説明している。 

９ ・町の面積を調べ，面積の単位「平方

キロメートル（k㎡）」を知る。 

・１k ㎡は何㎡になるか調べる。 

知）面積の単位「a」「ｈa」「ｋ㎡」と、 

その相互関係を理解している。 

まとめ 10 ・「力をつける問題」に取り組む。 

・［やってみよう］身の回りのいろい

ろな物の面積を，見当をつけてから

調べる。 

関）学習内容を適切に活用して，活動に

取り組もうとしている。 

11 ・「しあげ」に取り組む。 知）基本的な学習内容を身につけてい

る。 

  【発展】 ・巻末下 P．１２７の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り

組み単元の学習内容を基に面積についての理解を深める。 
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６ 本時の指導 

（１）目標と評価規準 

目  標 既習の長方形や正方形の面積を求める学習を活用して，長方形を組み合わせた図形 

の面積の求め方を考え、面積を求めることができる。 

評価規準 考）長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を，求積方法が既習である長方形や正

方形に分割するなどして考え，図や式などを用いて説明している。 

（２）展 開 

段階 学 習 活 動 指導上の留意点 姿 

導 

入 

(5) 

１ 既習を想起する。 

２ 問題をつかむ 

○長方形の下から出された複合図形を見て，

問題を把握する。 

３ 課題をつかむ 

  のような図形の面積の求め方を 

考えよう。 

・１ｃ㎡をもとにすると答えは，１８ｃ㎡に

なることをつかむ。 

 

・長方形や正方形の面積の求め方を確かめ

る。 

 

・問題を提示するときに，図形を少しずつ

出して見せることで既習の長方形を意識

させる。 

ホ
ッ
プ 

展 

開 
(25) 

４ 見通しを持つ 

・長方形に分割する。 

・結合して長方形にする。 

５ 自力解決をする 

・補助線をひいたり，図を描いたりする 

・式に表してみる 

６ ペア学習をする 

・４×３＋２×３＝18 

・２×３＋２×６＝18 

・４×６－２×３＝18 

・（２＋４）×３＝18   

※求める面積の式を１つの式に表してみる。 

７ 全体に発表する 

・友達の図や式を見て説明してみる 

・出された考えの中から共通点を見つける 

・考えの中から，その考えのよさを見出 

 す。 

・既習の学習内容が分かるように掲示して

おく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・友達が考えた図や式を見て説明させる。 

・どの考えも長方形を基にしているとい

う共通点に気付かせる。 

ス
テ
ッ
プ 

 

終 

末 

(15) 

８ 学習のまとめをする 

  のような図形の面積は，長方形をもと

にして考えれば求めることができる。 

９ 練習問題に取り組む 

 ｐ・21△６ 

10 学習を振り返る 

12 次時の予告を聞く 

 

ジ
ャ
ン
プ 

【ジャンプ】 

長方形を基にして面積を求めること

のよさを感想に書いている。 

【ステップ】 

どの考え方も，長方形を基にして面積

を求めていることに気付いている。 

長方形に形を変えることで，簡単に面

積を求められることに気付いている。 

【ホップ】 

長方形の面積公式（縦×横）を使って
面積を求めようとている。 

長方形の形に分割したり，結合したり
している。 


